
「
空
き
家
」を
身
近
に
考
え
る

特　
集

　
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
に
伴
い
、
町
内
で
年
々
増
え
て
い
る
「
空
き
家
」。
適
切
に
管
理
さ
れ
ず

に
放
置
さ
れ
た
空
き
家
が
、
衛
生
や
景
観
な
ど
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。
空
き
家
問
題
は
決

し
て
他
人
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
人
一
人
が
身
近
に
捉
え
、
今
で
き
る
こ
と
を
考
え
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ　
都
市
建
設
課

▲空き家の例

　

総
務
省
が
行
っ
て
い
る
住
宅
・
土
地

統
計
調
査
に
よ
る
と
、
全
国
の
空
き
家

の
数
は
年
々
増
え
続
け
て
い
ま
す
（
図

１
）。
こ
う
し
た
状
況
か
ら
、
国
は
平
成

27
年
5
月
に
「
空
家
等
対
策
の
推
進
に

関
す
る
特
別
措
置
法
」を
施
行
。
県
で

は
平
成
27
年
3
月
に
設
立
し
た
協
議
会

で
、
市
町
村
と
関
係
団
体
が
連
携
し
て

空
き
家
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

近
年
、
空
き
家
の
増
加
率
は
ゆ
る
や

か
に
な
っ
て
き
て
い
る
も
の
の
、
平
成

30
年
の
空
き
家
の
数
は
849
万
戸
と
、
過

去
最
高
の
数
値
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
平
成
23
年
度
と
平
成
29
年

度
に
「
空
き
家
実
態
調
査
」を
行
い
ま

し
た
。
そ
の
後
は
空
き
家
の
実
態
を
把

全
国
的
に
増
え
続
け
る
空
き
家
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図１　全国の空き家数・空き家率推移町
内
の
空
き
家
も
増
加
傾
向
に
あ
る
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き家を
身近に考える

特  

集

握
す
る
た
め
に
民
生
委
員
と
連
携
し
、

空
き
家
台
帳
を
作
成
。
空
き
家
の
数
な

ど
の
数
値
を
毎
年
更
新
し
て
い
ま
す
。

　

定
住
促
進
制
度
な
ど
に
よ
り
中
古
住

宅
が
流
通
し
、
一
部
の
地
域
で
は
空
き

家
の
数
が
減
少
し
て
い
ま
す
が
、
町
全

体
で
見
る
と
空
き
家
の
数
は
増
加
傾
向

に
あ
り
ま
す
（
図
２
）。

　
空
き
家
問
題
は
主
に
「
防
災
」「
防
犯
」

「
環
境
衛
生
」「
景
観
」の
４
つ
に
分
類
さ

れ
、
多
く
の
ト
ラ
ブ
ル
を
引
き
起
こ
し

ま
す
（
図
３
）。

　

町
に
寄
せ
ら
れ
る
相
談
で
特
に
多
い

の
が
、
屋
根
・
外
壁
の
落
下
や
草
木
の

繁
茂
に
よ
る
も
の
で
す
。
空
き
家
が
原

因
で
通
行
人
や
隣
家
に
危
害
を
及
ぼ
す

と
、
所
有
者
な
ど
が
損
害
賠
償
を
問
わ

れ
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
深
刻
な
事
態

を
防
ぐ
た
め
に
も
、
空
き
家
は
正
し
く

管
理
し
ま
し
ょ
う
。
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空
き
家
は
地
域
に
さ
ま
ざ
ま
な

悪
影
響
を
及
ぼ
す

図２　町内の空き家数の推移

▲平成 29 年度からは空き家数を毎年更新

図３　空き家が地域に及ぼす影響

（出典：福岡県空家対策連絡協議会「空家の適切な管理・活用について」）

家の倒壊や倒木など
で通行人や隣家に危
害を加える

家などの倒壊

草木の放置や不法投
棄されたごみなどで害
虫や悪臭が発生する

環境の不衛生化

瓦などの建材の落 下
や飛散で隣家などに
危害を加える

瓦などの飛散

周辺地域の景観を損
ね、街並みの印象が
悪くなる

景観への悪影響

放火による火災のほ
か、未成年の非行の
温床などにつながる

不審者などの侵入

　人口減少や少子高齢化が進む
日本では、空き家の増加は自然
なことで、避けることはできませ
ん。近年、空き家が問題視され
ている原因は空き家そのもので
はなく、「適切に管理されていない
こと」にあります。

　空き家の所有者の中には家財
を処分できていない人も多く、人
が住んでいたときから室内の状
況があまり変わっていないケース
が見受けられます。所有者が空
き家を活用しようと考えても、家
財の処分に掛かる費用や精神的
な負担が大きくなり、その結果と

して空き家が放置されてしまうの
です。
　日ごろから家財の整理整頓を
心掛け、不要なものは捨てるよ
うにしましょう。

　空き家を管理する上で重要な
ことは、「空き家であることが分か
らないようにする」ことです。例
えば、人が住んでいたときと同程
度に草刈りなどを行うことで、放
火などに関する近隣住民の不安
の解消につながるほか、害虫など
の発生を防ぐこともできます。
　空き家に関する近隣トラブルを
避けるためにも、定期的に現地
の状況を確認することをおすすめ
します。

空き家問題のポイントは「家財」

定期的な確認でトラブル防止

深刻化する空き家問題―。
将来、あなたが困らないために

（日本空き家管理協会委員・
岡垣町空家等対策協議会委員）

エステートプロモーション北九州

北島 達夫さん代表取締役

適切な管理が望まれる「空き家」
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空
家
等
対
策
特
別
措
置
法
に
基
づ
く
措
置

周
囲
の
人
と
自
分
の
た
め
に

適
切
に
管
理
し
よ
う

　

適
切
に
管
理
さ
れ
て
い
な
い
空
き
家

は
、
周
囲
の
人
の
迷
惑
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
定
期
的
に
点
検
し
、
不
具
合

が
あ
っ
た
と
き
に
は
改
善
し
ま
し
ょ
う
。

【
主
な
点
検
項
目
】

●
瓦
が
ず
れ
て
い
な
い
か

●
外
壁
に
ひ
び
が
入
っ
て
い
な
い
か

●
施
錠
が
で
き
て
い
る
か

●
雨
漏
り
は
し
て
い
な
い
か

●
害
虫
が
発
生
し
て
い
な
い
か

●
草
木
が
生
い
茂
っ
て
い
な
い
か　
な
ど

　
ま
た
、あ
な
た
の
家
が
空
き
家
に
な
っ

た
と
き
は
隣
近
所
に
連
絡
先
を
伝
え
て

お
く
こ
と
で
、
問
題
が
発
生
し
た
と
き

に
対
応
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
空
き
家

の
管
理
状
況
や
今
後
の
処
分
・
活
用
の

予
定
を
伝
え
て
お
く
こ
と
も
ト
ラ
ブ
ル

の
予
防
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

適
切
に
管
理
さ
れ
ず
放
置
さ
れ
、
安

全
上
・
衛
生
上
の
問
題
が
生
じ
る
恐
れ

が
あ
る
建
物
や
敷
地
は
「
特
定
空
家
等
」

に
指
定
さ
れ
ま
す
。

　

そ
の
後
、
町
か
ら
の
勧
告
を
受
け
た

土
地
は
固
定
資
産
税
の
特
例
措
置
を
受

け
ら
れ
な
く
な
る
ほ
か
、
空
き
家
の
解

体
や
ご
み
の
撤
去
を
町
が
行
い
、
費
用

を
所
有
者
な
ど
に
請
求
す
る
「
代
執
行
」

の
対
象
と
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
（
図

４
）。
自
分
自
身
の
た
め
に
も
、
空
き

家
は
正
し
く
管
理
し
ま
し
ょ
う
。

　
管
理
す
べ
き
空
き
家
が
遠
い
場
所
に

あ
る
な
ど
、
自
分
で
管
理
す
る
こ
と
が

難
し
い
と
き
は
、
不
動
産
業
者
な
ど
が

行
う
「
空
き
家
管
理
サ
ー
ビ
ス
」の
活

用
も
検
討
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
人
が

住
ん
で
い
な
い
家
は
急
速
に
老
朽
化
が

進
み
ま
す
。
建
物
と
し
て
価
値
が
あ
る

う
ち
に
売
却
や
賃
貸
を
行
い
、
人
に
住

ん
で
も
ら
う
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
管
理

の
手
間
が
省
け
る
だ
け
で
な
く
、
地
域

の
活
性
化
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

な
お
、
空
き
家
の
管
理
や
解
体
に
関

す
る
町
の
取
り
組
み
は
５
ペ
ー
ジ
で
詳

し
く
紹
介
し
て
い
ま
す
。
い
ざ
と
い
う

と
き
に
悩
ま
な
い
た
め
に
、
利
用
で
き

る
制
度
や
サ
ー
ビ
ス
を
知
っ
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

自
分
で
管
理
す
る
こ
と
が

難
し
い
と
き
は

周
囲
の
人
に
迷
惑
を
掛
け
な
い
た
め
に

「
特
定
空
家
等
」に
な
ら
な
い
よ
う
に

注
意
し
て
く
だ
さ
い

住み慣れた家の「今後」の話。
いつでもできるとは限りません

　民生委員は、日々の見守り活動
の中で得た空き家の情報を町に
提供し、町が持つ空き家台帳の
整備に協力しています。
　また、空き家の近所に住む人が
不安に思い、相談に来られること
もあります。相談内容は町に伝え
ていますが、町でも所有者と連絡
が取れず、解決に至らないといっ
た厳しいケースもあるようです。

　家に関する話し合いは、「まだ
住んでいるから」「そのうち考えれ
ばいいかな」と、ついつい先延ば
しになりがちです。しかし、急な
病気や事故などが原因で突然空

早めの話し合いを心掛けて

岡垣町民生委員児童委員協議会

平竹 裕司さん会長

解決に至らないトラブルも多い

き家になってしまうこともありま
す。残された家族が空き家問題
に巻き込まれないよう、家の今後
に関しては早い段階から家族間
で話し合っていただきたいです。

図４　特定空家等への対応の流れ

町への相談・通報

町による現地確認

文書などで所有者に対応を依頼

「特定空家等」に指定

助言または指導

勧告※１

代執行※２

※１…勧告を受けると、その土地にかかる固定
資産税の特例措置を受けられなくなります。
※２…代執行は「行政代執行法」の要件を満た
し、保安上の危険を伴うものに限り行います。

所
有
者
不
明

（解決しない場合）
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「相互協力」が課題解決のカギに
　管理が不十分な空き家が引き起こ
す防犯上・景観上のさまざまな問題
は、安全・安心なまちづくりを進めて
いくために解決しなければなりませ
ん。町では平成29年度に「岡垣町空
き家等対策計画」を策定し、計画に基
づいた空き家対策を行っています。

　空き家対策を効果的に推進するに
は、地域全体での取り組みが不可欠で
す。町では空き家の「所有者」、自治区
などの「地域」、住宅に関わる「民間事
業者」、そして「行政」の４者が一体と
なって、今後も空き家問題の解決に取
り組んでいきます。

岡垣町長　宮内實生

空き家問題が深刻な
「悩み」になる前に

町の取り組みを７つ紹介します

３空き家バンク
　福岡県宅建協会との協定に基づき、売
買や賃貸が可能な空き家を町公式ホーム
ページで紹介しています。空き家の処分を
検討している人は気軽に相談してください。

５木造戸建て住宅耐震改修補助金
　耐震改修工事後に住む見込みがある（または住んで
いる）木造戸建て住宅の耐震改修工事費の一部を補
助します。
対象工事　耐震性能を表す評点が1.0 以上となるよ
う補強するもの
補助金額　補助対象工事費の２分の１※最大 90万円

ブロック塀等撤去費補助金
　ブロック塀の撤去工事費の一部を補助します。
対象工事　道路に面する高さが１ｍ以上の危険なブ
ロック塀などの全撤去または一部を撤去するもの
補助金額　補助対象工事費の２分の１※最大10万９千円

６

４
　所有者の代わりに空き家を管理する事業者を紹介し
ます。サービスの内容は室内清掃・換気や草刈りなどです。
　なお、町外に住んでいる人はふるさと納税の返礼品
としてもサービスを受けられます。

空き家管理サービスの紹介

　一定の要件を満たす空き家などの住宅を取り壊した
とき、その土地の固定資産税を一部減免します。

減免を受けられる条件や対象土地・
建物、減免額など詳しくは税務課
に問い合わせてください。

固定資産税の一部減免７

老朽空き家等解体補助金
　国の住宅不良度の測定基準を満たす老朽化した空
き家の解体工事費を補助します。
対象工事　老朽化した空き家を解体し更地にするもの
補助金額　補助対象工事費の２分の１※最大 50万円

１

２
　子育て世帯や若年世帯の定住による地域の活性化・
空き家の流通を促進します。

区分 奨励金額

中古住宅の購入 20 万円※親等と同居・近居のために
購入したときは 40 万円

解体工事を伴う
住宅の新築

50 万円※親等と同居・近居のために
購入したときは 70 万円

定住奨励金

問い合わせ
①～⑥＝都市建設課、⑦＝税務課
※④のふるさと納税に関することは産業振興課

き家を
身近に考える

特  

集
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